
令 和 ６ 年 １０ 月 ２３ 日 （水）    み  や  き  た  新  聞 

１０月号 

「
秋
」
と
言
え
ば
「
食
欲
の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」「
読
書
の
秋
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

宮
古
北
高
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
秋
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
十
月
で
し
た
。 

 

十
月
六
日
（
日
）
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
街
頭
募
金
（
田
老
地
区
）
に
始
ま
り
、
十
三
日
（
日
）

田
老
地
区
体
育
大
会
、
十
四
日
（
月
祝
）
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
街
頭
募
金
（
宮
古
市
内
）
と
ほ
ぼ

毎
週
末
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
田
老
地
区
体
育
大
会
で
は
、
吹
奏
楽
部
が
田
老
一
中

と
合
同
で
「
奏
」
と
「
学
園
天
国
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
ま
た
「
北
高
生
が
い
な
い
と
大
会
が
成
り
立

た
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
競
技
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。
十
一
月
三
日
（
日
）
に
は
タ

ロ
ウ
ィ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
十
三
名
が
参
加
予
定
で
す
。
奉
仕
の
精
神
溢
れ
る
北
高
で
す
！ 

 

十
月
十
五
日
（火
）・十
六
（水
）の
両
日
、
本
校
生
徒
昇
降
口
前
で
登
校
時
一
声
運
動
・マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
運
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
と
生
徒
会
役
員
が
、
登
校
し
て
く
る
生

徒
の
皆
さ
ん
と
元
気
よ
く
挨
拶
を
交
わ
し
ま
し
た
。
十
六
日
は
少
年
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
も

加
わ
り
、
大
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
挨
拶
す
る
と
と
て
も
気
持
ち
の
良

い
も
の
で
す
。
こ
の
二
日
間
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
元
気
に
挨
拶
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。 
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宮
古
北
高
校
で
は
、
体
験
学

習
や
探
究
活
動
を
推
進
し
、
思

考
力
・
判
断
力
の
育
成
に
努
め

て
お
り
、
ま
た
、
職
業
理
解
を
深

め
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、

地
域
で
の
農
業
体
験
を
行
う
な

ど
、
学
校
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

学
校
規
模
と
し
て
は
大
き
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
が
主

体
と
な
り
力
を
合
わ
せ
て
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
充

実
さ
せ
、
地
域
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
三
日 

文
責 

宮
古
北
高
校
副
校
長 

お
知
ら
せ 

 

学
校
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
ノ
ー

ト
の
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

し
や
す
く
な
る
よ
う
QR
コ
ー
ド

を
載
せ
ま
す
。
ノ
ー
ト
の
ペ
ー

ジ
で
は
主
に
行
事
で
の
様
子
を

写
真
中
心
に
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。 

学校ウェブページ ノートのページ 

登
校
時
一
声
運
動
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
開
催 

後
期
中
間
考
査
に
つ
い
て 

 

十
一
月
十
八
日
（
月
）
～
二
十
二
日
（
金
）
は
後
期
中
間
考
査
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
三
回
目
の
定
期
考
査
で
す
。
過
去
二
回
の
考
査
の
反
省
を
踏
ま
え
、
自
分

な
り
の
目
標
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
計
画
的
に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い

所
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
先
生
や
友
人
に
聞
く
な
ど
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
自
分

の
弱
点
を
克
服
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
四
日
間
は
欠
席
し
な
い
よ
う
、
体

調
管
理
も
し
っ
か
り
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

宮北の森⑦～宮北祭について～ 

 １０月１６日（水）今年度７回目の宮北の森が行われ、宮北祭実行委員から今

年度の宮北祭について様々説明がありました。今年度の一般公開は１１月２日

（土）１０：００～１２：３０で、テーマは「花鳥風月」です。このテーマには「花も鳥も風も

月も同じように見えて実は違う。宮北祭も毎年行っているが同じものはない。それ

ぞれの思いや個性を出して、今年度の生徒会スローガン「Color」を達成できる 

第２回避難訓練実施 

 １０月９日（水）今年度２回目となる避難訓練を実施しました。今回は宮古市

から避難所に指定されている本校において、避難所で行われる初期対応の一部を

生徒の皆さんに体験してもらいました。避難者受け入れスペース作り、発電機の

起動、物資の運搬、受付設営等を行いました。また当日は、宮古市危機管理課長

の山崎 正幸様を講師に迎え、講評や講演を頂きました。講演の中で「被害を大

きくするのは人間側の行動である」というお話しがありました。有事の際、落ち

着いて行動出来るように普段から備えておきましょう。 

一
・
二
学
年
管
内
事
業
所
見
学
会 

 

十
月
十
八
日
（
金
）、
一
・
二
学
年
が
宮
古
市
内
の
事
業
所
見
学
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
一
学
年
が
（
株
）
エ
ム
・
ア
イ
・
テ
ィ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三

陸
み
や
こ
、
田
老
漁
業
協
同
組
合
、
二
学
年
が
み
や
こ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
宮
古
ヤ
ク
ル
ト
、
富
士
工
業
の
そ
れ
ぞ
れ
三
社
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
色
々
な
職
種
の
事
業
所
を
見
学
し
進
路
選
択
の
参
考
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
お

忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ような宮北祭にしましょう。」という願いが込

められています。当日、学校内での服装は

自由（節度は保つこと）となりました。思い

思いのコスチュームに身を包み、大いに個

性を発揮し、宮北祭を成功させましょう。 


